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笠
▼

年
頭

の
ご
あ

い
さ

つ

ヽ

「法

が
熱

り
Ｔ
す

ゆ
び
ふ
む
ら
ｏ
今

嬌
疹

」
づ
く
り
を

め
ざ
Ｌ
て

の
取
り
組
み
に
よ
り
急
速
な
進
展

を
見
せ
る
な
ど
の
明
る
い
話
題
も

あ
り
ま
し
た
。

本
村
に
お
い
て
は
、古
宇
利
架
橋
、

運
天
港
、
〈ブ
帰
仁
城
跡
な
ど
の
村

の
三
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
早
期
実

現
に
向
け
て
順
次
取
り
組
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
昨
年
は
県
内

で
初
め
て
の
エ
ノ
キ
茸
生
産
出
荷

施
設
が
完
成
。
ア」
れ
ま
で
本
土
か

ら
の
入
荷
に
頼

っ
て
い
た
本
県
に

と

っ
て
こ
れ
か
ら
は
定
量
。定
品

質
の
商
品
を
消
費
者
の
皆
様
に
お

届
け
で
き
る
と
と
も
に
、
本
村
が

め
ざ
す
「農
が
織
り
な
す

ゆ
が
ふ

む
ら
今
帰
仁
」
の
新
た
な
顔
と
し

て
育

っ
て
い
く
も
の
と
確
信
し
て

お
り
ま
す
。
そ
の
他
、各
種
の
ソ
フ

ト
、
ハ
ー
ド
面
の
事
業
も
順
調
に

そ
の
成
果
を
納
め
つ
つ
あ
り
ま
す
。

今
年
は
、
本

，
日
の
少
子
化
傾
向

に
対
応
し
、
学
校
教
育
の
さ
ら
な

千
茂
十
二
年
え
ユ

村 長

什 里 吉 終

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ

い
ま
す
。
村
民
の
皆
様
に
は

希
望
に
満
ち
た
新
春
を
お
迎
え
の

こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

ま
た
、
村
行
政
に
ひ
と
か
た
な

ら
ぬ
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ

き
ま
し
て
、
心
か
ら
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返

っ
て
み

ま
す
と
日
本
経
済
は
長
引
く
不
況

で
景
気
が
低
迷
す
る
中
、
大
手
商

社
の
相
次
ぐ
倒
産
に
よ
る
失
業
者

の
増
加
や
日
本
中
を
揺
る
が
せ
た

狂
牛
病
問
題
な
ど
が
景
気
の
低
迷

に
さ
ら
に
拍
車
を
か
け
る
と
い
う

暗
い
ニ
ュ
ー
ス
も
ご
ざ

い
ま
し
た
。

一
方
、
サ

ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ

ッ
プ
が
日
本
と
韓
国
で
共
同
開
催

さ
れ
た
こ
と
で
両
国
の
交
流
の
輪

が
さ
ら
に
大
き
く
広
が
り
、
北
朝

鮮
の
拉
致
問
題
に
つ
い
て
も
政
府

助 役

小那撃月 妄 優

挟入役

作え次 吉 澄

教育長
凸 成 清 九

サ )

る
充
実
を
図
る
た
め
村
内
の
四
中

学
校
を
統
合
、
来
る
四
月

一
日
、新

生
中
学
校
開
校
に
向
け
て
着
々
と

準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。

本
村
は
、
ア」
れ
ま
で
展
開
さ
れ

て
き
た
諸
施
策
の
実
績
を
踏
ま
え
、

今
後
予
測
さ
れ
る
高
齢
化
、
高
度

情
報
化
、
国
際
化
な
ど
に
も
十
分

対
応
し
得
る
行
政
運
営
を
実
施
し

て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

ど
う
か
今
後
と
も
村
民
を
は
じ

め
、村
議
会
、
関
係
各
位
の
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
あ
た
り
、
迎
え
ま
し
た

未
年
が
皆
様
に
と

っ
て
夢
と
希
望

に
あ
ふ
れ
た
実
り
多
い
年
で
あ
り

ま
す
よ
う
、
ま
す
ま
す
の
ご
健
康

と
ご
繁
栄
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
し

て
、
年
頭
の
ご
あ

い
さ

つ
と
い
た

し
ま
す
。
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今
帰
仁
小
学
校
（安
田
栄
蔵
校
５

は
こ
の
ほ
ど
創
立
百
二
十
周
年
記

念
式
典
・祝
賀
会
を
同
校
体
育
館

で
行
っ
た
。

会
場
に
は
全
校
児
童
、
同
窓
生
、

郷
友
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
ら
関
係
者

大
勢
が
訪
れ
、
創
立
百
三
十
年
を

祝
っ
た
。

式
典
に
先
立
ち
、
創
立
百
周
年

記
念
事
業
で
埋
め
ら
れ
た
「
タ
イ

ム
カ
プ
セ
ル
」
が
、
一
一十
年
ぶ
り
に

開
封
さ
れ
、
当
時
の
職
員
、在
校
生

が

一
堂
に
会
し
、
懐
か
し
い
教
科

書
や
、
詩
集
、
絵
な
ど
を
手
に
、
想

い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
て
い
た
。

最
後
は
万
歳
三
唱
で
締
め
く
く
っ
た
。
Ｏ

納
税
に
優
秀
な
成
績
を
上
げ
た

字
を
表
彰
し
、
税
に
対
す
る
認
識

を
深
め
よ
う
と
、
十

一
月
二
十
日
、

平
成
十
四
年
度
納
税
表
彰
式
が
、

村
中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
た
。

村
内
各
字

の
区
長
を
は
じ
め
、

関
係
者
多
数
が
見
守
る
中
、
村
県

民
税
、固
定
資
産
税
、軽
自
動
車
税

の
三
税
の
合
計
納
付
率
が
、
九
十

五
％
以
上
の
字
が
表
彰
さ
れ
た
。

「行
動
し
よ
う
、自
分
に
合

っ
た
健
康
づ
く
り
を
」

を
テ
ー
マ
に
、第
十
二
回
今
帰
仁
村
健
康
ま
つ
り
が
、

十
二
月
七
、
人
の
両
日
、村
民
体
育
館
を
主
会
場
に

開
催
さ
れ
た
。

会
場
に
は
、保
健
事
業
や
村
内
各
医
療
機
関
を
紹

介
す
る
展
示
コ
ー
ナ
ー
の
ほ
か
、体
脂
肪
が
測
定
で

き
る
健
康
チ
ェ
ッ
ク
コ
ー
ナ
ー
、操
体
法
教
室
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
健
康
に
関
す
る
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら

れ
、多
く
の
村
民
が
訪
れ
た
。

沖
縄
国
際
大
学
教
授
の
崎
原
盛
造
さ
ん
を
招
い

て
の
健
康
講
演
会
で
は
ズ
フ
帰
仁
村
に
お
け
る
高
齢

者
の
健
康
と
生
活
習
慣
を

題
し
、村
内
の
高
齢
者
七

百
十
人
人
を
対
象
に
し
た
調
査
結
果
を
報
告
し
た
。

村
と
全
国
の
高
齢
者
を
対
象
に
実
施
し
た
性
格

今
回
は
、百
％
納
付
が
仲
尾
次
、

崎
山
、越
地
、呉
我
山
、渡
喜
仁
、運

天
、古
宇
利
の
七
ヶ
字
。
九
十
五
％

以
上
は
兼
次
、諸
志
、与
那
嶺
、謝
名
、

天
底
、上
運
天
の
六
ヶ
字
。

ま
た
、
一ハ
日
に
「税
の
作
文
・標

語
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
審
査
が
行
わ

れ
優
秀
賞
に
、
標
語
の
部
で
謝
花

紀
久
子
さ
ん
（天
底
小
六
年
）、嘉
数

厚
志
さ
ん
家
サ
帰
仁
中
三
年
）、山
城

若
菜
さ
ん
（北
山
校
二
年
）
、作
文
の

部
で
島
袋
有
紀
さ
ん
粂
次
中
三
年
）、

山
入
端
梨
乃
さ
ん
（北
山
校
二
年
）

が
選
ば
れ
表
彰
さ
れ
た
。

▲操体法教室

特
性
調
査
で
、
崎
原
教
授
は
「調
和

性
が
全
国
よ
り
今
帰
仁
村
が
高
い

数
値
を
示
し
、
地
域
住
民
と
よ
く

付
き
合
う
性
格
の
人
が
、
長
寿

の

傾
向
に
あ
る
の
で
は
す
」分
析
し
て

い
た
。

▲好評だつた越地区の余興「丘の一本松」

童 長
が は 記
活 コ 念

写 王 黄

年

式

く
あ
モゝ

さ
つ

し

た

目
指
し
て
頑
張
り
ま
す

と

力

受
け
糸区
帝ゝ

で

平中
縄

の

学
校

て

ら
れ
た
伝
統
を
し
つ

か
り

ハ

年

イよ

多
く
の
先
輩
方
が
築

さ
ん

ハ

年

と

与
刃Ь
嶺
梨
奈
さ

児
里
を
代
表
し
て

山
城
裕

と
が
で
き
た

と
感
謝
を
述
べ

お
か

げ
で

記
念
式
典
を
迎
え

友
△
7く

そ
の

他
大
勢
の

皆
さ
ん

組
ん
で
き
た
が

P
T
A
△
7く

員

基
本
|こ

諸
事
業

活
動
等
イこ

取

よ
ヤゝ

学
習
環
境
の
整
備

充
実

ざ イよ

姦室習

盛 ど 祝
り が 賀
上 さ 会
げ ま で  強 を と い ん 亮 た る の 郷 り を り 児 会 ▲タィムカプセル開缶式

00000000000000000000000000000000000000000000

を習慣づけ、いきも ど
と
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▲8年連続の受賞渡喜仁区

，
〉
了

■
（

・

，
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買献された22人

本
村
の
行
政
、
教
育
、
文
化
、
社

会
福
祉
等
に
顕
著
な
業
績
を
残
さ

れ
た
方
々
を
表
彰
し
、
村
政
の
向

上
発
展
に
資
す
る
こ
と
を
趣
旨
に
、

平
成
十
四
年
村
政
功
労
者
表
彰
式

な
ら
び
に
祝
賀
会
が
、十
二
月
四
日
、

村

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
関

係
者
大
勢
が
参
加
し
て
、
盛
大
に

開
催
さ
れ
た
。

式
典
で
仲
里
吉
徳
村
長
は
、
「今

回
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
皆
さ
ん
は

強
固
な
信
念

の
も
と
、
虫
豆
富
な
見

識
と
卓
越
し
た
手
腕
を
発
揮
し
、

村
政
発
展
の
為
に
多
大
な
功
績
を

あ
げ
ら
れ
た
方
々
で
す
。
そ
の
献

身
的
な
ご
努
力
と
ご
苦
労
に
対
し
、

心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
」

と
労
を
ね
ぎ
ら

っ
た
。

続
い
て
受
賞
者
を
代
表
し
て
上

間
博
安
氏
は
「微
力
で
は
あ
り
ま

す
が
、
ア」
れ
か
ら
も
、
村
発
展
の
た

め
協
力
し
て
い
き
ま
す
」
と
喜
び

を
述
べ
た
。

ま
た
式
典
終
了
後
の
祝
賀
会
で

は
、
友
寄
ゆ
い
、
ゆ
か
さ
ん
（天
小

六
年
）
と
玉
城
み
な
、
ゆ
う
か
さ
ん

（今
小
六
年
）
が
双
子
な
ら
で
は
の

意
気
の
合

っ
た
、
祝
い
節
、鳩
間
節

を
披
露
し
、
功
労
者
二
十
二
人
の

受
賞
に
花
を
添
え
た
。

て

、

ｋ

虫

　

　

　

一

仁 _

ぎ
▲表彰された方々

経 歴 (功績 )

村役場職員 (22年 )

うち課長 (18年 )

村長 (12年 )

▲表彰状を受け取る名嘉正八郎氏

上間 博安 氏 (フ2才 )

崎山14フ

経 歴 (功績 )

村議会議員 (16年 )

うち議長 (4年 )

運天 政徹 氏 (64才 )

運天 1201

経 歴 (功績 )

村議会議員 (1フ年)

うち議長 (4年 )

農業委員 (6年 )

うち職務代理 (3年 )

興那嶺 幸人 氏 (55才 )

障山255

経 歴 (功縞 )

村役場職員 (1フ年)

うち課長 (2年 )

助役 (12年 )

大城 勝 氏 (6フ才)

平敷 13

経歴 (功績)

村議会議員 (16年 )

与那嶺 吉正 氏 (64才 )

渡喜仁257

経歴 (功績)

村議会議員 (16年 )

照屋 晃 氏 (64才 )

渡喜仁259

経歴 (功績)

村議会議員 (24年 )

島袋 輝志雄 氏 (69才 )

諸志 1フ 1
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経 歴 (功績 )

村議会議員 (9年 )

農業委員 (9年 )

うち会長 (3年 )

経歴 (功績)

村議会議員 (12年 )

経歴 (功績)

村議会議員 (12年 )

故国吉 宗定 氏停年65才 )

謝名125
小波津 忍 氏 (69才 )

古宇不ul125
新城 安昌 氏 (フ 9才 )

伸宗根2フ4

経歴 (功績)

民生委員 (3年 )

選挙管理委員

(補充委員)(4年 )

選挙管理委員 (8年 )

経歴 (功績)

◆帰仁オ成跡調査

研究整備委員(18年 )

経歴 (功績)

◆帰仁城跡調査研究

整備委員会委員長(23年 )

金城 新治 氏 (フB才 )

与那嶺88
名嘉 正八郎 氏 (69才 )

浦添市経塚201-2
坪井 清足 氏 (81才 )

奈良市五条2‐7-11

経歴 (功績)

農業委員 (12年 )

経 歴 (功績 )

農業委員 (12年 )

うち会長 (3年 )

経歴 (功績)

農業委員 (9年 )

うち職務代理者 (3年 )

選挙管理委員 (4年 )

(職務代理者)

諸喜田 哲男 氏 (50才 )

崎山90フ…2
山城 義秀 氏 (フ 5才 )

イ中身謝員315
玉城 清 氏 (フ 3才 )

湧川336‐4

経歴 (功績)

農業委員 (12年 )

経 歴 (功績 )

農業委員 (3年 )

民生委員 (9年 )

経歴 (功績)

固定資産評価審査委員

(16年 )

金城 弘定 氏 (62才 )

上運天32
神谷 緊和 氏 (フ 1才 )

玉城378
大木 正信 氏 (51亨 )

上運天473‐ 1

経 歴 (功績 )

村役場職員 (3フ年)

うち課長 (13年 )

民生委員 (3年 )

経 歴 (功績 )

村役場職員 (25年 )

民生委員 (4年 )

経 歴 (功績 )

保育所保母 (1年 )

保育所主任 (24年 )

玉城 修 氏 (63才 )

f瘍白88
玉木 ナエ子 氏 (68才 )

与那嶺3
名城 敏子 氏 (フ o才 )

今泊4514

一驚

Ｐヽ

、
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北
山
口
想
（続
編
）落
ち
穂
拾
い
の
記

一

再
投
稿
さ
せ
て
い
た
だ
く
に
あ
た
っ
て

運

天

政

一

今
帰
仁
村

の
皆
さ
ん
、
明
け
ま

し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

我
が
母
校
、
北
山
が
創
立
五
十

周
年
記
念
行
事
を
行

っ
た
の
は
平

成
十
年
十

一
月
七
日
、速
い
も
の
で
、

そ
れ
か
ら
四
年
の
歳
月
が
流
れ
ま

す
。
私
は
そ
の
前
後

一
年
二
か
月

に
わ
た

っ
て
本
広
報
「な
き
じ
ん
」

に
「北
山
高
校
創
立
五
十
周
年

そ
の
草
創
期
を
顧
み
る
」
と
題
し

て
十
五
回
連
続
寄
稿
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
記
念
式
典
の
頃
は

連
載
中
で
し
て
、
当
日
の
「式
典
の

し
お
り
」
に
は
十
回
分
が
転
載
さ
れ
、

平
成
十

一
年
四
月
に
発
刊
さ
れ
た

創
立
五
十
周
年
記
念
誌
に
は
特
別

寄
稿
と
し
て
全
文
掲
載
さ
せ
て
頂

く
光
来
に
浴
し
ま
し
た
。
有
り
難

い
こ
と
と
肝
に
銘
じ
て
い
ま
す
。

さ
て
五
十
周
年
を
期
に
北
山
同

窓
会
は
役
員
が

一
新
さ
れ
、
新
会

長
に
謝
花
弘
さ
ん

（七
期
）
、
新
副

会
長
に
諸
喜
田
ス
エ
子
さ
ん
（九
期
）
、

座
間
味
栄
達
さ
ん
（十
二
期
）
が
就

任
、
ア」
の
二
人
を
軸
に
地
元
勢
を

中
心
に
脇
を
か
た
め
た
執
行
部
態

勢
で
、
学
校
教
育
を
支
援
す
る
活

動
を
展
開
、
「同
窓
会
だ
よ
り
」
を

発
刊
、
時
折

マ
ス
コ
ミ
で
取
り
上

げ
ら
れ
る
母
校
関
連

ニ
ュ
ー
ス
を

も
ふ
く
め
、
胸
を
張

っ
て
高
ら
か

に
校
歌
を
斉
唱
す
る
生
徒
た
ち
の

息
吹
を
伝
え
て
く
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
大
変
う
れ
し
く
思
う

昨
今
で
す
。

退
職
し
て
十
年
、
私
も
よ
う
や

く
ゆ
と
り
が
で
き
、
一
一年
ほ
ど
前

か
ら
、
月
に

一
度

の
割
程
度
で
運

天
の
我
が
賎
が
家
に
帰
り
、
時
に

は
運
動
公
園
の
プ
ー
ル
で
泳

い
だ

り
し
て
、
ふ
る
さ
と
が
だ
い
ぶ
身

近
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
四
年
前

の
投
稿
以
来
、
広
報
「な
き
じ
ん
」

を
寄
贈
し
て
頂
い
て
い
る
関
係
で

村
の
動
き
が
わ
か
り
、
さ
ら
に
母

校
「同
窓
会
だ
よ
り
」
や
行
事
等
の

諸
連
絡
で
、
ふ
る
さ
と
関
連
の
話

題
に
接
す
る
機
会
が
多
く
な
る
に

つ
け
、
四
年
前
の
連
載
寄
稿
に
盛

り
込
め
な
か
っ
た
こ
と
が
多
々
あ

る
こ
と
に
思
い
至
り
ま
し
た
。

た
ま
た
ま
先
般
所
用
を
か
ね
て

村
役
場
を
訪
ね
ま
し
た
折
、
久
し

ぶ
り
お
会
い
し
た
旧
知
の
玉
城
企

画
振
興
課
長
さ
ん
に
再
投
稿
の
申

し
入
れ
を
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
快

諸
を
頂
き
ま
し
た
の
で
、
編
集
の

お
邪
魔
に
な
ら
な
い
程
度
に
続
き

を
書
か
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

前
回
の
連
載
は
ど
ち
ら
か
と
言

え
ば
、草
創
期
の
輝
か
し
い
実
績
、

象
徴
的
な
出
来
事
の
記
述
に
終
始

し
ま
し
た
が
、△
フ
回
は
こ
れ
ら
華
々

し
い
歴
史
的
事
象

の
陰
に
潜
む
、

当
時
の
高
校
生
活
の
哀
歓
や
、
貧

し
さ
に
め
げ
ず
こ
つ
こ
つ
と
努
力

を
積
み
上
げ
て
成
就
し
た
さ
さ
や

か
な

エ
ピ

ソ
ー
ド
な
ど
、
私
が
今

帰
仁
に
生
活
し
て
い
た
僅
か
の
期

間
（と
び
と
び
で
十
年
た
ら
ず
）
で

共
有
で
き
た
思
い
出
が
書
け
た
ら

と
思

っ
て
い
ま
す
。

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
先
だ

っ

て
今
帰
仁
中
学
校
の
現
校
庭
に
お

け
る
最
後
の
運
動
会
の
記
事
が
新

聞
に
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
着
々
と

進
む
統
合
中
学
校

（仮
称
）
の
建
設

工
事
に
つ
い
て
も
広
報
で
目
に
し

て
い
ま
す
。
思
え
ば
五
十
二
年
前
、

今
帰
仁
、
天
底
の
両
教
場
か
ら
現

在
地
へ
統
合
さ
れ
た
当
時
、
私
は

今
帰
仁
中
学
校
に
勤
め
て
お
り
、

誠
に
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
に
最
近
の
朗
報
、
高
校
駅

伝
　
北
山
（男
子
ど

一位
お
め
で
と

う
。
浜
里
正
己
先
生
、
一
一十
年
前
に

あ
な
た
が
走

っ
た
「都
大
路
」
に
今

度
は
後
輩
を
是
非
連
れ
て
い
っ
て

ほ
し
い
！
　
つ
い
で
に
名
護
（女
子
）

連
続
優
勝
お
め
で
と
う
。
大
城
昭

子
先
生
、
一
一人
の
北
山
Ｏ
Ｂ
の
活

躍
に
拍
手
！

思
わ
ず
興
奮
し
た
語
調
に
な

っ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
人
ラ
帰
仁
村

に
か
か
わ
る
こ
と
で
あ
れ
ば
、
時

に
北
山
を
は
な
れ
た
思
い
出
な
ど

も
含
め
て
、
続
編

（落
ち
穂
拾

い
）

か
ら
番
外
編
ま
で
筆
の
赴
く
ま
ま

を
書
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
な
に

ぶ
ん
に
も
古
い
話
が
多
い
で
す
の

で
記
憶
違
い
で
誤
り
が
出
ま
し
た

折
は
ご
指
摘
下
さ
い
。
そ
の
訂
正

事
項
を
も
と
に
、
さ
ら
な
る
思
い

出
の
追
想
が
書
け
れ
ば
望
外
の
幸

せ
で
あ
り
ま
す
。
よ
る
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。



今
帰
仁
ミ
ャ
ー
ク

ニ
ー

ー
詣
？
應
く
―

今
帰
仁
村
歴
史
文
化
セ
ン
タ
ー
　
石
野
　
裕
子

さ
る
十

一
月
二
十
日
、
村

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
ズ
ウ

帰
仁
ミ
ャ
ー
ク
ニ
ー
ー
謡
う
。聴

く
―
」
が
開
催
さ
れ
た
。
孜
育
委
員

会
主
催
の
企
画
と
し
て
は
昨
年
に

続
き
二
回
目
で
、
一
一百
五
十
名
以

上
の
聴
衆
が
ズ
フ
帰
仁
ミ
ャ
ー
ク

ニ
ー
」
を
堪
能
し
た
。

ま
ず
、
山
城
清
光
教
育
長
よ
り

開
会
の
挨
拶
が
あ
り
、
次
い
で
「
し

ま
う
た
文
化
研
究
会
」
の
仲
宗
根

幸
市
先
生
（湧
川
出
身
）
に
戻
フ
帰

仁
ミ
ャ
ー
ク
ニ
ー
の
世
界
」
に
つ

い
て
ご
講
演
を
い
た
だ
い
た
。

仲
宗
根
先
生
は
ミ
ャ
ー
ク
ニ
ー
の
発
祥
伝

説
は
今
帰
仁
に
し
か
な
く
、
ミ
ヽ
ャ
ー
ク
ニ
ー
の

呼
称
は
宮
古
島
を
方
言
で
ど
う
呼
ぶ
か
と
い

う
こ
と
と
深
く
関
わ

っ
て
い
る
と
し
、△
ウ
帰
仁

ミ
ャ
ー
ク
ニ
ー
の
特
徴
と
し
て
、

一
、沖
縄
の
ミ
ャ
ー
ク
ニ
ー
の
発
祥
地
で
あ
る

こ
と
を
深
く
自
覚
で
き
る
か
ど
う
か
で
ウ
タ

の
奥
行
き
が
決
ま
る
。

一
玉
素
朴
な
節
回
し
で
あ
る
。

〓
一、
風
土
性
が
香
る
。
△
フ
帰
仁
の
中
央
部
。東
・

西
の
シ
マ
ご
と
の
特
徴
が
伺
え
る
。

と
の
二
点
を
挙
げ
ら
れ
、改
め
て
今
帰
仁
ミ
ャ

ー
ク
ニ
ー
の
奥
深
さ
を
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

今
泊
の
サ
ミ
ー
研
究
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る

サ
ミ
ー
で
お
祝
い
の
幕
を
開
け
た
後
、仲
本
義

朗
（仲
尾
次
▼
我
那
覇
ト
シ
子
（仲
宗
根
▼
山

城
淳
二
（今
泊
▼
玉
城
毅
（今
泊
）
豊
口屋
武
匡
（崎

山
▼
新
城
堅

一
（玉
城
）
豊
日納
清
憲
（古
宇
利
▼

与
那
嶺
直
樹
（与
那
嶺
▼
仲
宗
根
信
夫
（今
泊
▼

玉
城
幸
勝
（崎
山
）
の
各
氏
が
ミ
ャ
ー
ク
ニ
ー

を
熱
唱
し
、
唄
い
手
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
に
聴
き

入

っ
た
。

飛
び
入
り
の
安
来
節
あ
り
、
ミ
ヽ
ャ
ー
ク
ニ
ー

に
あ
わ
せ
て
の
琉
舞
の
舞
い
あ
り
で
、大
い
に

盛
り
上
が

っ
た
二
時
間
で
し
た
。

を
■
≡

≡
一

≡
≡
≡
●

・

▲ユーモラスな今泊のサミー ▲玉城毅さん (今泊)
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翼
ガ
定
瑳
菱
鐵
華
罹
華
凝
露
套
夏
一義
華
葬

神
構
的
建
塵
選
甕
襲
舞
葬

ろ
う
者
と
聴
者
が
協
同

で
つ
く
る
人
形
劇
団
思
ア
フ
・

パ
ペ

ッ
ト
シ
ア
タ
ー
・
ひ

と
み
」
の
二
年
ぶ
り
七
回

目
の
公
演
「オ
ル
フ
ェ
ウ
ス
」

が
、
十

一
月
十
九
日
村

コ

ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
た
。

聴
覚
に
障
害
を
持

つ
者

細

子
屋
座

教
室

と
持
た
な
い
者
と
に
よ
る
舞
台
は
、

生
命
が
吹
き
込
ま
れ
た
よ
う
な
人

形
の
動
き
や
神
秘
的
な
音
楽
な
ど
、

言
葉
を
超
え
た
視
覚
的
な
表
現
は
、

会
場
に
訪
れ
た
三
百
人
余
の
観
客

の
心
を
惹
き
つ
け
た
。

劇
団
員
の
、
文
化
を
創
造
す
る

と
い
う
強

い
情
熱
に
、
人

，
帰
仁
実

行
委
員
の
皆
さ
ん
は
、
「耳
が
不
自

由
な
人
た
ち
も

一
緒
に
楽
し
む
こ

と
が
出
来
る
『ひ
と
み
』
の
舞
台
を

こ
れ
か
ら
も
協
同
し
て
開
催
し
て

行
き
た
い
」
と
抱
負
を
語

っ
た
。

１
１
１

／
４
■
Ｆ
ｎ

境
で
す
。海
、山
、川
、
そ
し
て
空
を

よ
く
見
て
、
自
然
か
ら
い
る
い
ろ

学
ん
で
ほ
し
い
；
⊂
話
し
て
い
た
。

▲少年と愛の物語「オルフェウス」

お
．，
龍
一★
一ひ
Ｅ

人
Ｉ
衛
・里
ｔ

美
し
く
、
血
ユ
か
な
今

帰
仁
の
星
空
を
観
察
し
、

天
体
学
習
の
意
欲
を
高

め
よ
う
と
、
十

一
月
二

十
七
日
、
親
子
星
座
教

室
が
、
村
歴
史
文
化

セ

ン
タ
ー
前
広
場
で
行
わ

れ
た
。

講
師
の
仲
地
暁
先
生

（有
銘
小
校
長
）
か
ら
、
い
る
ん
な
星

座
の
探
し
方
や
天
体
学
を
楽
し
く

学
ん
だ
後
、
親
子
四
十
人
が
、秋
の

夜
空
に
広
が
る
カ
シ
オ
ペ
ア
座
や
、

北
十
字
星
な
ど
を
見

つ
け
歓
声
を

上
げ
て
い
た
。

仲
地
先
生
は
「今
帰
仁
村
は
素
晴

ら
し
い
自
然
が
い
っ
ぱ

い
あ
り
、

星
座
を
観
察
す
る
に
は
最
高
の
環

▲星座の話を聞く親子
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オ寸

ソ
フ
ト
ボ
ー

大
会

レヅ

第
十
九
回
村
壮
年
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
が
十

一
月
二
十

四
日
、
村
運
動
公
園
サ
ブ
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
、
十

二
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
「
ス

ロ
ー
ピ

ッ
チ
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
」

で
親
睦
を
深
め
た
。

決
勝
戦
は
、
と
も
に
予
選

リ
ー
グ
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
を
、
危
な
げ
な
く
勝
ち
上

が

っ
て
き
た
兼
次
チ
ー
ム
、

と
仲
宗
根
チ
ー
ム
が
対
戦
。

第
五
十
二
回
国
頭
地
区
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
交
換
会
が
十

一
月
二
十
二
、
一
一

十
四
の
両
日
、
国
頭
村
総
合
体
育
館
を
主

会
場
に
北
部
地
域
二
十
五
の
小
学
校
か
ら
、

六
十
六
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
た
。

本
村
か
ら
は
、
兼
次
小
、
湧
川
小
、
〈
ウ
帰

仁
小
の
人
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
さ
わ
や
か

な
汗
を
流
し
た
。

兼
次
小
は
四
ブ

ロ
ッ
ク
に
参
加
、
す
べ

て
ベ
ス
ト
四
に
進
出
、
決
勝
戦
ま
で
勝
ち

あ
が

っ
て
き
た
女
子
Ａ
（六
年
生
主
体
）
は
、

大
宮
小
に
大
差
で
勝
ち
、
前
回
大
会
に
続

き
連
覇
に
輝
い
た
。

両
チ
ー
ム
と
も
随
所
に
好
プ

レ
ー
を
展
開
し
、
四
対
四
の
　
・

同
点
の
ま
ま
延
長
に
入
っ
た
。

特
別
ル
ー
ル
（ノ
ー
ア
ウ
ト
　
一

満
塁
）
が
適
用
さ
れ
、
四
点
を
　
ｉ

も
ぎ
取

っ
た
兼
次
が
、
追
い
　
．

す
が
る
仲
宗
根
を
振
り
切
っ
　
．

て
初
優
勝
を
飾

っ
た
。

な
お
各
賞
は
次
の
と
お
り
　
　

，

殊
勲
賞
　
大
山
直
人
（兼
次
）

敢
闘
賞
　
山
城
直
樹
爺
Ｌ
石
じ
　
・

打
撃
賞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

一
位
　
我
那
覇
宗
康
俗
‐Ｔ宗
根
）

一

二
位
　
新
城
吉
成
縮
‐Ｔ宗
根
）

！

二
位
　
山
城
智
索

次
）

国頭地区ミニバスケ交換会

兼次小ミニパスケ部が大活躍

會手Aが後倍

▲初優勝の兼次チーム

▲大活躍した兼次小ミニバスケット部

沖縄県更生保護大会

土地文子さん(上運天)に

法務 大 臣泰 彰

十
二
月
十

一
日
、
沖
縄

県
更
生
保
護
制
度
施
行
四

十
五
周
年
を
記
念
し
て
、

沖
縄
県
更
生
保
護
大
会
が
、

ホ
テ
ル
日
航
那
覇
グ
ラ
ン

ド
キ
ャ
ッ
ス
ル
で
開
催
き

れ
た
。

保
護
司
を
二
十
年
間
以

上
務
め
、
子
ど
も
た
ち
の

更
生
の
た
め
に
尽
く
さ
れ

た
と
し
て
、
上
地
文
子
さ

ん
（上
運
天
）
が
法
務
大
臣

表
彰
を
受
賞
し
、
ま
た
、東

恩
納
寛
政
さ
ん
（湧
川
）
が

九
州
地
方
保
護
司
連
盟
会

長
表
彰
を
受
賞
し
た
。

土
地
さ
ん
は
「表
彰
を
受
け
、
身

に
余
る
光
栄
で
す
。
本
ラ
後
も
こ
の

気
持
ち
を
忘
れ
ず
頑
張
り
た
い
；
」

述
べ
て
い
た
。

Ｗ
ュ
ウ
キ

ュ
ウ
ア
亨
力
亨
オ
バ
ト
〓

醤
警
、

維
尋

十

一
月
十
二
日
、
人
フ
泊
公
民
館
前
で

羽
を
傷
め
、
う
ず
く
ま

っ
て
い
た
リ

ュ

ウ
キ

ュ
ウ
ズ
ア
カ
ア
オ
バ
ト
を
玉
城

三
夫
さ
ん

負
フ
泊
三

一
四
七
）
が
保
護

し
た
。

二
週
間
後
に
は
飛
べ
る
ま
で
に
回

復
し
た
ハ
ト
は
、生
物
が
大
好
き
な
上

間
陽
く
ん
（兼
次
小
六
年
）
が
、保
護
し

た
場
所
で
放
鳥
し
た
。

※
傷
つ
い
た
鳥
な
ど
を
見
つ
け
た

ら
役
場
、
経
済
課
へ
連
絡
下
さ
い
。
ま

た
ヒ
ナ
が
巣
か
ら
落
ち
て
い
る
場
合
も
あ

り
ま
す
、
そ
の
と
き
は
近
く
の
枝
に
止
ま

ら
せ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
親
鳥
が

エ
サ
を

運
ん
で
く
れ
ま
す
。

ギ

▲表彰状を手に喜ぶ土地さん▲放鳥する上間くん
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保
健
師
だ
よ
り

と
栞
し
く

～
母
子
保
健
計
画
策
定
委
員
会

の
開
会
～

全
国
的
に
少
子
・高
齢
化
社
会
や
核
家
族
化

の
進
行
、地
域
連
帯
化
の
希
薄
化
、情
報
の
氾
濫
、

女
性
の
社
会
進
出
等
、
母
子
を
取
り
巻
く
環
境

は
著
し
く
変
化
し
て
お
り
母
子
保
健
ニ
ー
ズ
も

多
様
化
、複
雑
化
し
て
き
ま
し
た
。ま
た
近
年
は
、

育
児
不
安
や
児
童
虐
待
、
思
春
期
の
心
の
問
題

等
の
課
題
は
健
全
な
活
力
あ
る
社
会
を
築
く
上

で
深
刻
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

県
で
は
国
の
「健
や
か
親
子
二

一
」
を
受
け
二

〇
〇

一
年
度
か
ら
二
〇

一
〇
年
度
ま
で
の
母
子

保
健
の
方
向
性
や
、取
り
組
み
を
示
し
た
「健
や

か
親
子
お
き
な
わ
二
〇

一
〇
」
を
策
定
し
ま
し

た
。

今
帰
仁
村
の
母
子
保
健
計
画

今
年
度
は
、
本フ
帰
仁
村
に
お
い
て
も
母
子
保

健
計
画
の
見
直
し
の
年
に
な
っ
て
お
り
、
去

っ

た
十
月
十
人
日
、第

一
回
Д
フ
帰
仁
村
母
子
保
健

計
画
策
定
委
員
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら

に
具
体
的
に
計
画
作
り
の
作
業
を
行
う
「作
業

部
会
」
も
発
足
さ
れ
、す
で
に
第
四
回
の
作
業
を

進
め
て
い
ま
す
。

策
定
委
員
会
の
中
で
仲
里
村
長
よ
り
村
の
方

針
と
し
て
、
経
済
支
援
と
し
て
出
産
費

一
時
貸

付
け
制
度
を
今
年
か
ら
導
入
し
て
い
る
が
利
用

者
が
少
な
い
。
乳
幼
児
医
療
費
助
成
を
平
成
十

五
年
度
よ
り
六
歳
未
満

へ
引
き
上
げ
る
予
定
。

無
認
可
保
育
所

へ
の
助
成
も
検
討
し
て
行
く
と

の
挨
拶
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
委
員
の
皆
さ
ん
か
ら
こ
れ
か
ら
の
課

題
は
、身
体
的
な
面
よ
り
心
の
健
康
が
重
要
、声

無
き
声
を
ど
う
捉
え
る
か
、
と
の
意
見
も
出
さ

れ
ま
し
た
。

住
民
参
加

で

地
域

の
課
題

・
特
徴

に
併

せ
て

村
で
は
、
平
成
十
二
年
度
よ
り
母
子
保
健
推

進
員
の
定
例
会
で
「子
供
の
食
生
活
に
つ
い
て

気
に
な
る
こ
と
≒
子
供
の
状
況
。子
育
て
で
気

に
な
る
こ
と
」
に
つ
い
て
、
ま
た
、
子
育
て
支
援

関
係
者
意
見
交
換
会
で
は
「そ
れ
ぞ
れ
の
現
場

で
子
育
て
で
気
に
な
る
こ
と
」
に
つ
い
て
フ
ォ

ー
カ
ス
グ
ル
ー
プ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
同
時
に
お
母
さ
ん
た
ち
の
現
状
は
ど

う
な
の
か
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
も
行

っ
て
き
ま

し
た
。

今
後
は
そ
の
貴
重
な
多
く
の
住
民
の
声
を
大

切
に
し
、
地
域
の
課
題
に
沿

っ
た
計
画
作
り
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
が
出
来
る
こ
と
、
地
域
で
出
来

る
こ
と
、
行
政
で
出
来
る
こ
と
を
み
ん
な
で
検

討
し
「地
域
で
生
き
生
き
と
楽
し
く
安
心
し
て

子
育
て
が
で
き
る
村
」
を
目
指
し
て
、母
子
保
健

計
画
の
策
定
を
総
合
的
に
推
進
し
て
い
く
予
定

で
す
。

となたて彰おЯ軽にご参白B下さい。(編子ブれ六歓迎1)

日日寺:平成 15年 1月 ¬¬日 (土 )

午前 10時～ 11時
場所 :中央公民館 (中庭 )

(雨天時は講堂にて行います。)

主催 :村社会福祉協議会

樹には皆様の様々な悩みに

お答えするための帯日誤窓口があります。

詳日誤は無料で薄必密 lよ守られます。

お気軽にご林日談ください。

◎法律相談 (相談員)玉城嵩男 弁護士

◎行政相談 (相談員)新垣侃 奮56-3148
と き 平成15年 1月 15日 (水)10時～15時
ところ 本寸コミュニティセンター

>
求職者支援コールセンター

<おきなわ はたらコール

O求人情報を知りたい

O資格をとりたい

Oスキルアップをしたい

O仕事と育児を両立したい

O労慟条件について相談し

たい

あなたのお問い

合わせにお応え
できる機関をご

案内いたします !

受付時間/AM8:00～PM10:00
(休み:土。日。祝日。年末年始)

簸
で
も
、ど
こ
へ
電
需

し
た
ら
い
い
の
？

フリーダイヤル
0120-876-506
◎携帯電話・PHSからは、通話料がかかります。電話 098‐891‐ 8686

|

このようなことでお困りの方 はたらコーJレに電言舌すると

働きながら高校で学びたいみなさまヘ
沖縄県立泊高等学校通信制課程 (地通信)|よ 、諸事情で高校進

学 卒業を断念せざるを得なかった皆様のためにある学校です。

週 4回のスクーリングに通い、レポー ト提出を行って高校の単

位を修得していくのが通信制です。

現在、10代から70代 までの生徒が皆一緒になってスクーリ

ングを受け、本―ムルーム活動を行い部港動に汗を流していま

す。運動会 、修学旅行 、ダンスパーティー、校内球技大会など学

校行事はもちろんのこと、生徒会港動も活発です。

さあ、勇気とやる気を持って、泊高校の問をたたいてください。

今年度の募集要項を凸己布していますので、ご希望の方は本校

までお問い合わせ下さい。受付は下記の日程で行います。

出願期日:平成15(2003)年 2月 14日 (金)～21日 (金 )

お問い合わせ先:098-868-1237(泊高校通信制課程)
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平成15年度柄1立保育所入所1申込票向
―

☆申請書受付期間 平成15年 1月 7日 (火)～ 1月 31日 (金 )

(土腱日、日腱日、祝楽日は除<)

☆受付場所 村役場福祉課、各村立保育所

保育所名及ぴ募集人員

保育所名 (所在地) 定 員 0虜琵う9 1歳児 2テ読う巳 3成読う巳 4埼読)巳

今帰仁保育所 (天底386‐2) 60人 6人 42人 12人 15人 15人

仲尾狽保育所 (仲尾次684) 60人 6人 12人 12人 15人 15人

中央保育所 (平寿文295) 60人 6人 12人 12人 15人 15人

仲宗根保育所 (仲宗根440-1) 60人 6人 12人 12人 15人 15人

★ 0歳児の入所については原則として生後 6ケ月を経過した乳児です。

★障害児保育を希望する方は、申請時にその旨を申し出てください。

★各保育所の開所時間は、平日 (月 ～金)は午前 7時30分から午後 6時30分まで、土曜日は

午前 7時30分から午後 1時まで。ただし、中央保育所においては、土曜日の午後の保育を、

保護者の勤務等の状況に応じて午後 1時から午後 5時30分まで行います。

☆入所に必要な書類
1.保育所入所申込み書 (児童 1人 |こつき 1枚)

2.児童の健康診断書

3.住民票謄本●巳童 1人 |こつき 1通 )

4.就労証明書 (職場から、自営業・農業などの方は民生委員からの証明)

5。 平成14年分源泉徴収票、所得税確定申告書の写し(給与所得者、自営業者)

6.課税証明書 (平成14年度の市町村民税課税額がわかるもの。)

※村税務課で保育所入所申込み用と申請して下さい。

※平成14年 1月 2日以[子に今帰仁村に転入した方は、前住所地からの

証明。

7,その他 (個 々の必要 |こ応じてあ
｀
願いすることがあります。)

◎申請書は、村役場福祉課の窓口か、各保育所でもらってください。

◎現在村立の保育所に入所しているお子さんは、継続入所の手続きが必

要です。

各保育所をとおして継続入所申請及び面接の日程をお知らせします。

◎その他保育所に入所できる基準等詳しいことについては、右記村役場

福祉ぃ果保育所事務担当か各保育所に直接お問い合わせ下さい。

村役場福祉課
a56-4189

今帰仁保育所
盗56-2103
仲尾次保育所
奮56-2112
中央 保 育 所
盆56-2フ41

仲宗根保育所
盆56-5263

連 絡 先

潮匿艶霊菱穀緞珂萌3可□筆屈幼謳郎入学雷超腕露集
1.出願資↑各

平成 15年 3月 31日 までに満年齢

が 3歳、4歳又 l」〔5歳に達する者。
2.募集定員
5人

3.出願期間

入学志願の受付日

平成15年 2月 6日 (木)～ 2月 7日 (金)

4.本校鋤稚部の教育内容 |こ ついて

(1)幼稚部教育にあい`ては、一日の流れを一つの生活のまとまりと

して遊びを中心に様々な体験を通 し総合的な指導を行えるよう。毎

日の保育を展開しています。

(2)一 日の保育時間 13〔 、4時間30分です。(8:50登枝/13:20下校)

5.間い合わせ先

沖縄県立筈護養護学校 幼稚部 金0980-52-0505
※「平成15年度沖縄県立名護養護単校幼稚部入学者選抜募集要頂」は、村役場でも受け取ることができます。



韓国伝統舞踊
今帰仁の里に舞 う 麟 國 O幹

日時  20031年2月 9日 (日 )PM6:00開場 PM6i30開演

場  所/今帰仁村コミュニティーセンター     主  催/韓国。沖縄民間交流団体 マンナム会

出演団体/韓国 ※韓国ソウル松波区金光子舞踊団   共  催/今帰仁村。今帰仁村教育委員会

沖縄 ※今帰仁村文化協会

新里直子琉舞研究所。上原稲子琉舞研究所

一邑晴香日本舞踊教室。今帰仁コーラスたんぱぽ

入 場 料/前売り:2,000円  当日:2,500円

(役場企画振興課、そ～れ、商工会で販売)

( )

震業者年金に加入しましょう

一ご
な

倉

村
社
会
福
祉
協
議
会

ヘ

○
安
座
問
米
子
さ
ん

（勢
理
客

一
四
〇
）よ
り
母
、

饒
波
み
つ
子
様
の
香
典
返

し
と
し
て
十
万
円

ご
芳

恙

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た
。

110番は緊急電話 相談Eとは#9110
ヤ ン グ テ レホ ン

け ん 銃 110番
覚 せ い 斉」110番
暴力団I盾報¬10番
性犯罪被害相談電話

e 1月 10日は110番の日
沖縄県警察。本部警察署 §

農業従事者なら誰でも力ll入

060歳未満の国民年金第 1号被保険者であって年間60日 以上農業に従

事する者であれば誰でも加入できます。

●農地を持たない農業者や奈族従事者も加入できます。

積立方式で安定した財政運用

0将来受給する年金は自らが積み立てる方式となり、少子高齢化の進展

にも対応でき、長期に安定した制度です。

●確定給付型でなく確定拠出型の積立式であるため、運用のいかんにか

かわらず、安定した運営が可能です。

積立金は安全かつ効率的に運用

●積み立てられた保険料は農業者年金基金が債券を中心に安全かつ効

率的に運用します。

●年金原資の積立期間は安定性に配慮しつつ有利な運用を、年金支給期

間は全額債券で安全性を重視した運用を行います。

保険料の手厚い国庫助成

0認定農業者等一定の要件を備えた意欲ある担い手に対し、保険料 (月

額 2万 円)の 2割 、3割又は 5割の政策支援 (保険料の国庫助成)が あ

ります。

保険料を自由に選択

0政策支援を受けない場合、保険料を月額最低 2万円から最高 6万 7千

円まで千円単位で加入者自身が選択できます。また、減額・増額は任意

です。

税制面でも大きな優遇措置

0保険料は全額社会保険料控除の対象となり、年金給付についても公的

年金等控除の対象となります。

80歳までの保証が付いた終身年金

0年金は終身受給できます。加入者や受給者が80歳になる前に亡くなっ

た場合は、80歳までに受け取ると仮定した金額を死亡一時金として遺

族が受け取れます。

農業者年金制度の詳ししヽ内容や加入の申込みについては、農業委員会又

|よ 」Aヘ

098-862-0111
098-86フー1024
098-862-1483
098-862-000フ
098-868-0110

新 制 度 の ポ イ ン ト

観い闘
(1)職  種 :調理業務

(2)採用人数:1筈

(3)応募資1各

今帰仁村に住所を有する者で、年齢

が25オ～50オ までの者 (男女不間)

(4)提出書類 :履歴書 1通 (顔写真貼付)

(5)応募受付期間 :

平成15年 1月 14日 (火 )～ 24日 (金 )

までの午前 9時～午後 4時

(6)結果通知 :応募者多数の場合は面

接の上、採用を通知する。

※詳し<は学校給食センター

(TEL 56-2106)ま であ`間合せ下さい。

e    i
l10番 孝9110

,´         ″

豊 ●
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1 月/睦月
●元旦

ロードレース大会

0ゆ いま一る

●リハビリ

0ゆいま―る (仲 Fし次)

0な きじんデイケア

●l(,い ま―る (i度喜に)

●漁協朝市

(1900～ 今帰に村運動公国発者)

■■: |■ !

●成人式 (14:00～ コミセン)

0新年の集い (16:00～ コミセン)

●御用始め

0ゆいま―る (与那嶺)

●リハ リ
―る (呉我山)●ゆいま

つ き

●

リアヽ

中央公民館)

●

●乙羽朝市 (盈 00～ 中央公民館)

日

2003年 2月 /タロ月
●DPT 1歩 30～ 保健センター)

まつり

0旧正月

●ツ反 (1(100～ 保障センター
)

●区長会
0第 13回ふれあい少年の要 (本研修)(～ 0日 まで)

●ゆいま―る (諸志)

●リハビリ

●ゆいま―る (古宇利 )

●ピアママ教室 (13BO～ 保健センター)

●ゆいま―る 今泊)

●操体法 (1(100～ 保健センター)

リ

も0子 ●BCG(ll1 00～ 保健センター
)

シリーズ今帰仁の動物たち③
十 li::|

海、河葡周辺の水面上で停空飛翔し(ホバリング)、

足から飛び込み魚を捕らえる魚食性のタカ。

河口周辺では「ボラ」、リーフ近くでは「イラブチ
ー」等を捕らえる。

上空では「ピヨ、ピヨ」とヒヨコの様なかわいい

声で鳴き、大井川河口周辺、崎山、今泊海岸等でよ

く見られます。

今年こそはミサゴのように大空へ羽ばたきたい

ですね。

沖縄県鳥獣保護員 (伸村渠 智 )

土
　
口

４

５

■

２

３

１

１

１

18土

19日

土

日

月

25‐ 土
26日


